
平成２９年度 東毛地区小学校体育科授業研究会 レポート 

○日時：１１月１７日（金） 

○会場：桐生市立桜木小学校 

○単元名：表現運動（対決） 

○指導者：下田 隆志 教諭 

 今年度の東毛地区の授業研究会は、桐生市立桜木小学校の下田先生が授業を提供してくださいました。

今回、公開していただいた表現運動は、運動会の表現に時間をとられてしまい、なかなか日常の授業で

取り組む機会の少ないものかと思いますが、児童は生き生きと活動しており、大変勉強となる研究会と

なりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アップの様子です。音楽の速さを変えて、リ

ズムに合わせて走ったり、体操をしたりしてい

ます。アップからとても楽しそうでした。 

リアクションゲームです。ワニや象などの

「動物」、バレーやサッカーなどの「スポーツ」、

大食いや芝刈り機など様々なお題に対して意

欲的に表現していました。 

単元を通したテーマである「対決」のイメージマップです。児童は、表現の方法に迷うと近くに寄っていき、自分たち

のイメージを作り上げることができました。本時のめあては、「動きの工夫」です。ポイントとして「速く・遅く」「大き

く・小さく」「終わり（３秒止まる）」と明示されていました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

授業研究会では、先生方が６班に分かれて班別協議を行いました。協議後に班の代表者が話し合った

内容を発表し、全体で共有することができました。 

指導講評では、東部教育事務所の重田指導主事より、群馬県の実態や学校教育の指針と照らし合わせ

ながら授業実践に向けたご指導を頂きました。また、群馬県女子体育連盟の松本会長より、「場の使い方」、

「言葉だけでなく身体動作でのコミュニケーションの充実」などのご指導を頂きました。 

この度の公開授業及び研究会は、よりよい体育授業の実践につながる貴重な機会となりました。授業

を提供して下さった下田先生、そして、会場を提供してくださった桐生市立桜木小学校の先生方、研究

会開催にご尽力頂いた皆様に心より感謝申し上げます。ありがとうございました。 

（文責：太田市立鳥之郷小学校 峯岸靖典） 

６人組に発展して、発表の様子です。このグループは、「ボウリング」と「ゴルフ」を表現しました。選手、転がるボ

ール、そして拍手をするギャラリーなどとても臨場感のある出来上がりとなりました。この他にもアイディア溢れる表現

がたくさん発表されていました。 


